
8 9

　「食に関する指導の全体計画・年間指導計画」の

作成の際には、どの学年が、どの時期に、どのような

内容の学習を行うのかを整理し、発達段階を考慮し、

計画的に指導できるようにした。

　家庭科や学級活動などにおいて、可能な限り栄養

教諭が授業に参画してティームティーチングの授業

を行った。

　各学級で食に関する授業を行う際、事前に全職員

に日時と内容を知らせ、教職員間で自由に参観するこ

とができるようにし、お互いの授業を見合うことで指

導力の向上を図った。

　まずは、教職員間がつながることが大切であると考

え、栄養教諭が「つながる食育通信」を発行し、食に

関する様々な情報を提供した。

　教職員間の連携を図り、共通理解のもと、食に関す

る指導を効果的に行うことができた。

つながる食育通信

地域学校園小中学校9年間の食に関する指導の指導計画

食に関する指導の全体計画

栄養教諭の授業参画 校内教職員や保護者への授業公開

1 学校内のつながりを重視した取組

5年　家庭科「はじめてみようクッキング」 ４年　学級活動「朝ごはんってすごい」 ３年　学級活動「めざせ おはし名人」1年　学級活動「やさいパワーをもらおう！」

食に関する授業の充実
食に関する知識や技能を身に付け、望ましい食習慣の実践力を高めます。
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　給食委員会においては、常時活動として行っている、栄

養黒板作成や牛乳パック回収の他、食に対する関心を高

めるため、全児童を対象とした「食育キャラクター・標語

コンクール」を実施した。このコンクールで最優秀賞とし

て選ばれた作品は、食育を啓発するため、正門横に設置

した看板やのぼり旗のデザインとして使用している。

　その他、保健委員会、スポーツ委員会、代表委員会も、

全校生が主体的に健康な生活を送れるよう、栄養教諭が

コーディネーターとなり工夫しながら活動している。

＜歯みがき指導＞

　健康な歯と口は、しっかり噛んで食べるだけでなく、精

神の安定にもつながるため、学校での歯みがき習慣を家

庭でも定着させるために毎年取り組んでいる。

　・歯みがきタイムの指導

　・歯みがき個別指導

＜あいうべ体操＞

　正しい姿勢で口を大きく動かす「あいうべ体操」は口呼

吸を改善し鼻で呼吸ができるようにし、さらにしっかり噛ん

で食べることができるように活動に取り入れた。また、あ

いうべ体操カードを全校生に配り、家庭でも毎朝１０回、

夜の歯みがきの時間にも１０回やるよう呼びかけている。

＜カミング３０運動＞

　毎月の「かみかみ給食」の実施に合わせ、保健委員会

では「一口３０回以上かむ」ことを目標に、「カミング３０（さ

んまる）運動」を展開している。給食の前に、各教室に

出向いて「きょうのかみかみ献立は○○です。よくかんで

食べましょう。よくかむと、頭の働きがよくなります・・」

などといった保健委員がそれぞれに考えたメッセージを伝

えている。お昼の校内放送でも呼びかけ、呼びかけがあっ

た日は特に意識してよくかんで食べる様子がうかがえる。

・栄養黒板の作成（毎日）

・牛乳パック回収（週 1 回）

・食育ポスターの作成

・リクエスト給食の実施（7月・1月）

・給食アンケート用紙作成・集計

・食育キャラクターと標語の募集

・校内給食週間の食育クイズ放送

・学校農園での野菜収穫（いんげん・だいこん）

呼

んん

あ

、

シール

マグネット

のぼり旗食育キャンペーン・標語・看板

食育キャンペーン・標語・看板

保健委員会の活動

給食委員会の活動

1 学校内のつながりを重視した取組

シ ル

児童会活動の充実
子供の食に関する自主的な実践意欲を高めます。
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12 13

　子どもたちの健康な体づくりや自己管理能力の育成を

図るためには、栄養教諭と養護教諭の連携は欠かすこと

ができない。日頃からお互いに情報交換を密にしながら指

導を行っている。

　主な取組として、「よく噛んで食べることの指導」と「食

物アレルギー対応」「肥満傾向児童の生活指導」がある。

図書館教育との連携

〇絵本献立

・校内読書週間にちなんで実施。市立泉が丘中学校演劇

部による読み聞かせ

・「じゃがいもポテトくん」図書館で掲示

・献立名　わかめごはん　牛乳　いもフライ　おひたし　

とん汁

・６月と１１月に実施。

・６月は県産食材１００％和食献立に挑戦したが、だしをと

るのに海産物（かつおぶし・昆布）などを使用するため、

１００％には至らなかった。

・１１月は秋の恵みのポークカレーにし、１００％を達成した。

・子どもたちも喜んで食べ、残量も少なかった。

〇かみかみ献立

・毎月 8 日（歯の日）前後に実施。かみごたえのある食

材を献立にし、その日の給食時間に保健委員が「カミン

グ３０」を呼びかけた。

・「30 回噛んでから飲み込むと、消化が良くなる」「肥満

防止になる」「脳の働きをよくする」「歯ぐきの病気を防ぐ」

など

〇朝のマッスルタイム「ちょこトレ」

・わずかな時間でも運動ができる「ちょこトレ」を体育主

任が考案し、各校舎の階段の壁に掲示した。

・各クラスでは、朝の会に簡単な運動を実施し、児童にとっ

ては目覚めの時間となり、毎日必ず体を動かす機会となっ

ている。

　特に「食物アレルギー対応」については、年度初めに

校内研修を実施して教職員間で共通理解を図り、食物ア

レルギーを有する児童の保護者との面談を行うなどし、安

心して学校生活が送れるよう、全校体制で適切な対応が

できるようにしている。

第１回　６月１６日 第２回　１１月１６日

麦入りごはん　牛乳
豚肉のしょうが焼き　おひたし
具だくさんみそ汁

麦入りごはん　牛乳
秋の恵みポークカレー
ゆで野菜　ヨーグルト

１５品中１４品が栃木県産
（地産地消率９３％）

１３品中１３品が栃木県産
（地産地消率１００％）

第１回　6月16日 第2回　11月16日

1 学校内のつながりを重視した取組

・毎月８日前後に噛みごたえのある食材を

　使った「かみかみ給食」を提供する。

・校内研修会の開催

・保護者との面談

・食物アレルギー対応食の提供　　　

・給食時の巡回指導

・給食時の巡回指導

・児童・保護者への栄養指導

・生活アンケートや夏休みの食事調査

・「健やか教室」の開催 ( 講話とおやつ作り)

　など

・「カミング３０運動」（保健委員の指導）

・校内研修会の開催

・保護者との面談

・学校医・主治医等との連携

・経過管理

・毎月の身体計測（成長曲線や計測値を記録）

・休み時間に “３分間体操” と “あいうべ体操” の実施

・児童・保護者への健康相談、保健指導

・生活アンケートや夏休みの食事調査

・「健やか教室」の開催 ( 講話とおやつ作り)

　など

栄養教諭 養護教諭

全校体制による指導

よく噛んで食べることの指導

食物アレルギー対応

肥満傾向（肥満度２０％以上）児童の生活指導

栄養教諭と養護教諭の連携
栄養教諭と養護教諭が中心となり、指導の充実を図ります。

給食献立の工夫

県産食材１００％献立
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